梅沢人間力アカデミー　『ゼミナール　経営学の基礎』

第７章　　　「 経営管理 」

１．分業の原理
２．管理＝経営管理 （Management）： 「（企業内）分業に基づく協業の調整」
企業の中では、仕事が分割されて人々に分担されてきた。この分割された仕事を纏め上げる仕事がマネジメント（管理、狭い意味での経営）の仕事である。
３．経営組織：　仕事の分担関係（＝分業）と調整の権限関係とを公式に定めたもの。
組織は、企業の目的を公式に達成するための、仕事を分割する仕組みであると同時に、調整の仕組みでもある。通常の組織は、仕事についての大枠の分担関係を「部」として、その中での分担関係を「課」として、さらに課の中での分担関係を「係」として、階層的に組み立てられている。企業の規模がさらに大きくなれば、部の上に「事業部」が、事業部の上にはさらに「事業本部」が置かれ、それぞれ部および事業部を統括する。部には部長、課には課長、というようにそれぞれの部門には部門長が任命されている。部門長は、部門内の活動を調整すると共に、各部門の活動を部門外のより大きな活動の全体と調整させる責任を持ち、その責任に対応した権限を公式に付与されている。これらを明示的に定めた規定として、職務分掌規定（Job Specification）や標準作業手順（Standard Operating Procedure、マニュアル）がある。
４．管理の原則： 「上への報告（report）、下への指揮（direction）・命令（command）」

ホウレンソウ（報告・連絡・相談）の重要性は、特に下のものに対しては、どんなに強調しても強調しすぎることはない。
５．人事・労務管理の二つの基軸：　テイラー・システム（労働者の自律性の軽視）と人間関係論(自律性の重視)

◆ Ｆ．Ｗ．テイラー(Frederick W. Taylor)の科学的管理法（Scientific Management、テイラー・システム）

工作機械作業現場等における熟練労働者の作業についての動作研究（motion study）、時間研究（time study）を通じて、各職種の最も能率的な標準作業手順を科学的に設定し、これを基準に一日の標準作業量を決める。工場を管理する計画部門は、この標準作業量に基づいて各労働者に毎日の仕事量を割り当て、同時に工場全体の仕事の進捗についての調整を行う。また、この標準作業量を達成した労働者には報奨的な高い賃金率が適用される。このような管理方法をテイラー・システムという。

テイラー・システムは、一流の労働者の熟練を、動作研究と時間研究によって客観的に標準的なものとして取り出し、それを用いて未熟練労働者の作業の質と量とを標準化しようとするのもであった。これにより、大量生産作業場の効率を著しく高めることに成功した。これは後に人間工学やインダストリアル・エンジニアリング（IE）、システム工学へと発展していった。

◆ 人間関係論

1920年代に、米ハーバード大学研究グループがＡＴ＆Ｔ（アメリカ電話電信会社）の生産子会社ウェスタン・エレクトリック社ホーソン工場で行った数次の実験の結果、「生産能率に影響をもたらす主たる要因は、作業環境などの物理的条件ではなくて、労働者が職場でどのように扱われているかについての感情や職場の仲間との間に自然に発生する人間関係、即ち職場の非公式組織、のあり方である」ことが判明した。

このホーソン実験の中心人物である メイヨー（E. Mayo）や レスリスバーガー（F. Roethlisberger）、および彼らに続く レウィン（K. Lewin、「集団力学」）、マグレガー（D. McGregor、「セオリーＹ」） らを人間関係学派、その理論を人間関係論と称する。

人間関係論は、テイラーの科学的管理法とは対照的に、労働の心理学的側面を強調し、職場監督者のリーダーシップ（指導性）のあり方や作業者に対する動機付け（モチベーション）の問題を中心とした管理論を展開していった。

この系統のなかで、job-enrichment と job-enlargement の二つからなる ハーズバーグ（F. Herzberg）の職務充実計画は、注目に値する。

６．プロセス・ベースの管理論

Plan－Do－See （または、Plan－Do－Check－Action）の経営管理過程

MBO: Management by Objectives  目標による管理

N. Anthony ,  W. H. Newman & C. E. Summer, Jr. などが中心的存在

７．HRM： Human　Resource Management(人的資源管理)　： 従来の人事管理

８．リエンジニアリング ： 仕事の分割・細分化の否定、管理の否定、分業の抜本的見直し

９．管理の三階層パラダイム：　トップ、ミドル、ロアー
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設問
職務分掌規定（Job Specification）や標準作業手順（Standard Operating Procedure、マニュアル）に従って仕事が進められている限り、管理の必要はないといえるか考えてみなさい。
